
江戸川区立西葛西小学校避難所開設マニュアル資料

｜開設フロー｜

非常配備態勢（勤務時間内）

1 安全確保・状況整理

(1 ）児童・職員の安否確認及び保護者への引き継ぎ

①児童・職員の安全確認（各担任・副校長）

②外出している児童の安全（該当担任・副校長）

③教員等の安全（副校長）

④保護者引き取り連絡（メーノレ、 H P にて副校長）

ω 被害状況の確認

①受水槽及び高架水槽のバルブ閉栓（主事）

②建物及び施設周辺の状況確認（主事、事務、専科教員、非常勤教員）

③ガス、電気等のライフライン確認（主事、 事務、 専科教員、非常勤教員）

(3) 施設被害状況報告

①建物及び施設周辺の状況を副校長へ報告（主事、 事務、 専科教員、 非常勤教員）

②教育部本部への電話連絡（校長）

ア 5662・ 1621 （庶務係）

イ 070・6561 ・9179 (PH S 回線）

2 緊急避難所の開設

校長は避難区民及び帰宅困難者の一時受け入れを開始するために待機スベ）スの準備を教職員に指示。

※児童は教室の安全が確保されている場合は教室へ移動し、保護者の引き取りを待つ。

①校庭への誘導・指示（主事、副校長）

②校庭で開設準備完了まで待機をさせる。 （指示 副校長及び地域協力者）

3 避難所の開設準備

(1）開設方針の確認

口災害対策本部からの開設指示が出たか？

口施設（学校）へ避難者が避難を求めているか？

口施設周囲に火災の発見はないか？

包）開設準備への協力要請

口避難者に対して、運営協力を呼びかける。 （地域協力者もしくは副校長）
口避難者、帰宅困難者間わずに広く要請する。

口運営協力者には腕章を身に付けさせる。

(3）施設の安全確認［本確認］

口体育館及び体育館までの入室経路を優先する。 （岡本宏平・大沼卓也・用務主事）
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（心避難所運営設備等の確認

①設備（電話・パソコン・放送設備）等の使用可否を確認（専科教員）

②避難所向けの安否確認用の特設公衆電話設置（地域協力者）

（電話はプ｝ル下倉庫に保管・－－回線は主事室前）

(5）避難者の安全確保

ログループご、と（自治会ごと等）の待機を指示。（地域協力者）

※雨天時は体育館へ誘導

(6) 備蓄物資の確認

以下の物資を 3階備蓄倉庫及びプール下倉庫より体育館舞台上へ運搬する。（地域協力者）

・クラッカー2,100 食 －サパイパノレフーズ 900 食 ・プノレーシート 50 枚

・レスキューシート 600 枚 ・毛布 400 枚 ・カ←ベット 30 枚

－すずらん灯、発電機L レスキューセット B0 X、コンロ・ボンベ

(7) 避難所利用範囲の確認

①利用可能範聞を確認し、レイアウト（平常時作成）とともに室名・割り振りを表示する。

（平常時より教室入口に掲示）

部屋番号 現況教室表示名 ♂ 階 居住者番号 収容人数

体育館 lF 1 ~ 7 7 7 7 

203 1-1 2F 7 8 ~ 8 9 1 2 

204 1-2 2F 90 ~ 1 0 1 1 2 

205 1-3 2F 1 0 2 ~ 1 1 3 1 2 

206 1-4 2F 1 1 4 ~ 1 2 5 1 2 

207 2-1 2F 1 2 6 ~ 1 3 7 1 2 

208 2-2 2F 1 3 8 ~ 1 4 9 1 2 

209 2-3 2F 1 5 0 ~ 1 6 1 1 2 

210 2-4 2F 1 6 2 ~ 1 7 3 1 2 

303 ランチトム 3F 1 7 4 ~ 1 8 5 1 2 

304 3-1 3F 1 8 6 ~ 1 9 5 1 2 

305 3-2 3F 1 9 6 ~ 207 1 2 

306 3-3 3F 208 ~ 2 1 9 1 2 

307 学習活動室 3F 220 ~ 2 3 1 1 2 

308 4-1 3F 2 3 2 ~ 243 1 2 

309 4-2 3F 244 ~ 255 1 2 

310 4-3 3F 2 5 6 ~ 2 6 7 1 2 

401 5-1 4F 2 6 8 ~ 2 7 9 1 2 

402 5-2 4F 280 ~ 2 9 1 1 2 
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部屋番号 現況教室表示名 階 居住者番号 収容人数

403 5-3 4F 2 9 2 ~ 303 1 2 

404 英語ランド 4F 3 0 4 ~ 3 1 5 1 2 

405 児童会室 4F 3 1 6 ~ 3 2 7 1 2 

406 算数ラン ド 4F 3 2 8 ~ 3 3 9 1 2 

408 6-3 4F 340 ~ 3 5 1 1 2 

409 6 2 4F 3 5 2 ~ 363 1 2 

410 6-1 4F 364 ~ 3 7 5 1 2 

総収容人数 3 7 5 

②管理運営（避難所本部 lF 112 教室）、救護室 （ 1 F 101 保健室）の確保（施設管理責任者）

③使用禁止区域（教室配置図 赤塗の箇所）には 「使用禁止J の張り紙をする。（主事、事務、専科）

(8）利用室内の整理 ・ 清掃（地域協力者）

①破損物の片づけ

②机、椅子の片づけ→廊下へ

③利用スペースの清掃（居住スペースの確保）

(9）居住組の編成（部屋割）…（地域協力者）

①帰宅困難者エリア→体育館指定場所

②負傷者エリア →体育館No.F 1~ F8 

③要援護者エリア→体育館No.E 1~ EB その他は体育館の残りスペースから割り当てる。

※原則、 世帯を一つの単位とする。

［部屋割りの手順］

①避難者を自治会ごとに集合させる。自治会に属さないグループはーグ、ループとして編成。

また、帰宅困難者は別途受付。

②おおよそ自治会ごとに部屋割りができるように配慮、

③避難者名簿に氏名を記入してもらう。ただし避難者No. と居住区域No.を一致させる。

(10）避難所看板設置（副校長もしくは地域協力者）

立て看板は常時用意しておく。東門に設置。

4 避難者の受け入れ

(1）受付の設置（設置場所は校舎東側昇降口前）

①受付担当者（主事、事務、専科教員、地域協力者）は部屋割り原則を確認の上、分担を定めて受付を

開始する。この名簿がその後の避難所運営の基礎資料となる。

②世帯ごとに部屋割り票を渡す。 西葛西小学校避難所

③誘導 部屋番号 盟主

－体育館（主事） 区画 7 7 ~ 8 0 

－校舎内 2 ～ 4 F （事務、専科、各階担当教員）
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(2）ノレ｝ルの周知…入室時に世帯単位で印刷物を配布（印刷物は予め平常時に準備・印刷しておく）

※今後避難所運営協議会で検討

5 災害対策本部への報告（第一報）

避難所開設後、速やかに災害対策本部（教育部本部または地域拠点経由）へ以下の内容を報告する。
（副校長）

・報告内容

①避難所開設報告（避難所名・開設時間・施設状況・ライフライン状況）

②周辺の状況報告（倒壊家屋、道路状況、火災状況）
③避難者数（総数、高齢者、けが人、障害者等）

6 避難所運営協議会の立ち上げ・編成

(1）仮運営発災～ 2. 3 日目まで…校長、副校長、主事、教員、地域協力者

①避難者への対応

②町会及び避難者への協力依頼

③校内立入制限区域の指定と周知

④部屋割り…部屋に余裕があって、受入れが必要な場合は順次受入れ

⑤負傷者の応急処置、要援護者等の対応

ア居場所の選定・確保

【原則｝

体育館指定場所で対応する。

但し、人数が 1 G名を超えるような場合は 1 階救護室隣のフリースペースを開放する。

イ 負傷者の状況により、災害対策本部（教育部本部または地域拠点経由）へ搬送要請

ウ 二次避難場所への移動要請

⑥水洗トイレの使用可否の調査・点検

ア 2 階以上の水洗トイレは使用禁止とする。（プーノレ内トイレの使用確認）
イ 汲み置きの水を流し、使用可否の点検をする。

⑦仮設トイレの設置

マンホールトイレが 2か所設置できる。校庭南側に面した道路上に設置。

③救援物資等の配分計画

⑨ボランティアの受け入れ計画

⑩避難所運営協議会との連携及び役割等の確認

⑪避難者名簿の作成（入所時に作成したものを基本としで確認する。）

※避難者カード（個票（世帯単位））を作成して管理する。
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避難所運営協議会の組織

避難所運営協議会会長（

施設管理部 避難所運営部

施設管理責任者 。運営部長

（校長 山下靖雄） 0運営副部長（

連絡調整員 活動班

ρザ￥.ー 副校長 総務班

校 乙黒哲也

他教職員 情報広報班

開 リーダー 伊藤恵美子

設 メンバー 繁田政春 被害者管理班

指 メンバー 安達悦子

定 メンバー 小坂美幸 安全管理班

職 メンバー 村松通子

員 メンバー 古川美恵子 ｝ 食料物資班

メンバー 岡村雅代

メンバー 福元美千子 救護相談班

メンバー 松岡雅美

メジパー 天野勝美 衛生班

メンバー 竹内孝紀

メンバー 佐々木明 日美 支援活動班

メンバ｝ 北JII 幸

メンパー 五十嵐千香子

8/30 の運営協議会で検討したい事項

①各自治会の地域協力者 2 ～ 3名の確保

②運営組織運営協議会長の選出

③活動班の役割分担
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居住組

長 体育館A

高lj 体育館B

長 体育館C
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長 209 

高lj 210 
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普通教室避難所レイアウト例（12名収容可）
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体育館避難所レイアウト例（76名収容可）
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西葛西小学校避難所開設想定現況

開放できる場所｜ 収容人数 ｜数
普通教室 I 12 I 26 
体育館 I 76 I 1 
合計

計
一
山
一
河
一
抑
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①自宅が全壊もしくは半壊、倒壊の恐れがある人①体育館1番より順に居住スペースを作成
②負傷者、要援護者、熟年者、乳幼児のいる家庭②体育館がいっぱいlこなり次第以下の順序
③帰宅困難者 ・2階普通教室→3階普通教室→4階普通教室
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